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(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 健康づくり課 

担 当 健康増進Ｇ 本村 

会議名 

(審議会等名) 
令和７年度第２回嬉野市健康づくり推進協議会 

開催日時 令和８年２月１６日 １４：００～１５：００ 

開催場所 塩田保健センター２階会議室 

傍聴の可否 可 ・ 不可 ・一部不可 傍聴者数 ０ 人  

傍聴不可・一部不可

の場合はその理由 
 

出 席 者 

委 員 

樋口 正晃委員（会長） 松尾 尚子委員 

大林  航 委員          諸岡 博子委員 

宮原  昭 委員     古賀 一也委員 

北川 泰則委員         田中 恭子委員 

川原みさ子委員         小佐々撤正委員 

岡  典子 委員             

事務局 
副市長、市民福祉部長、健康づくり課長、統括保健師、副課

長 2名、主任、主査 2名 

会議の議題 別紙資料のとおり 

配布資料 

（１） 令和７年度保健事業実績について・・・・・資料１ 

（２） 令和８年度保健事業計画について・・・・・資料２ 

（３） 新型インフルエンザ等対策行動計画について・・資料３ 

審議等の内容 別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 



審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 健康づくり課 

議 題 

内 容  

（１）令和 7年度保健事業実績について・・・・・資料１ 

（２）令和８年度保健事業計画について・・・・・資料２    

（３）新型インフルエンザ等対策行動計画について・・資料３ 

内 容 

１． 開会 

２． 副市長あいさつ 

３． 会長あいさつ 

４． 協議 令和 7年度保健事業実績・令和 8年度保健事業計画について事務局 

から資料に沿って説明、質疑応答 

新型インフルエンザ等対策行動計画について事務局から説明、質疑応答 

５．閉会 

審議 

経過 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

＜令和７年度保健事業実績・令和８年度保健事業計画について質疑＞ 

・外国の方の妊婦さんは不安があると思うが、増えきている。やり取り

はどのようにしているのか。出産も日本でされるのか。 

・本人とは片言でのやり取りになる。夫が日本語を話せれば夫とやりと

りする。アイパット等の翻訳機器を使いながら行っている。７か国語母

子手帳など、希望を聞いて渡している。日本で出産までする方が多い。 

・食育事業の中の、「味噌玉」はどういうものなのか。 

・簡単に言うと、手作りのインスタント味噌汁です。ラップの上にみそ

を置いて、そこに鰹節を置いて、その上に乾燥のワカメや麩など好きな

具をおいて、ラップで包む。冷蔵庫で一週間、冷凍庫で１か月保存でき

る。食べるときはお椀に入れ、好みで豆腐を加えてお湯を入れて食べる。

朝ごはんをバランスよく食べるために、今食育推進会議で広めているも

のです。 

・味噌汁を毎日食べている家庭が少ない。食育教室で生徒さんに聞くが、 

一週間内で食べたかどうか聞いても手が上がる数が少ない。時々食べて

いる状況なので、味噌玉作りの普及を食育推進会議で提案している。 

・健康マイレージ事業について、事業開始から 6 年経過して、健康意

識の向上に一定の効果が得られたということだが、具体的にはどういう

ところかを教えてほしい。数値的に変化があったのか。 

・定員の 800 名を超える取組報告がある。内容を見ても、健康づくり

の教室に通う、歩くようになった、等しっかり取組ができているところ

で判断している。統計的な検証はしていないが、アンケートの内容を見

ると、マイレージ事業があるから健康づくりに取り組むようになった、
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また、がん検診を受けるようになった等の記載があることから判断して

いる。 

・マイレージ事業を始めてから特定健診の受診者は増えているのか。受

診すると点数はたかいので。 

・特定健診の受診率も上がるなど、つながりのある事業となるのがよい。 

・コロナのワクチン接種について、受診率が下がっているが、令和 6

年度とどう変わったのか。また、受診者が減った理由は何か。 

・定期接種になったことによって、対象者が 65歳以上の方となった。 

コロナの流行が、以前よりも減っていると思います。受け方は、以前は

接種券を送っていたが、送らなくなり、手紙でお知らせしている。かか

りつけの病院に相談して受けることができる。自己負担が、以前はなか

ったが、2,000円かかるようになったことも要因と思われる。 

＜新型インフルエンザ等対策行動計画について質疑＞ 

・コロナワクチン接種の集団接種時の薬剤はどのようにしていたのか 

・その時の医師会の会長に相談し、医療機関で注文してもらい、市で購

入して接種会場に準備していた。 

・新たに感染症が発生し、集団接種が必要になったら、市で準備するの

か。 

・必要になった場合は、医師会の先生方に相談してやり方を決めていき

たい。 

・コロナの集団接種は、大変な思いで実施されたと思われる。急に対応

は難しいだろうから、何もないうちに相談した方が良いので、検討して

はどうか。 

閉会      

                   （以上） 

その他 
 

 

 


